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1 草履に関しては拙著『大相撲行司の伝統と変化』（2010）の第 3 章「行司と草履」と
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へ明治 31 年に初めて遣った」（p.655） 
 
 また、吉田著『原点に還れ』（p.135）にも次のような記述がある2。 
                                                          
2 この記述にある「明治 31 年、15 代木村庄之助」は本稿の「16 代木村庄之助」に相
当する。本稿の「行司の代数」は『大相撲人物大事典』（2002）に基づいている。確か
に、16 代木村庄之助は明治 31 年に免許状を授与され、紫白房を使用している（『都』
（M43.4.29）／『日日』（M45.1.15））。しかし、明治になってからでも明治 31 年まで
に紫白房を許されたのは、この他にもいる。従って、明治 31 年に初めて紫房が許され
たというのは正しくない。なお、15 代木村庄之助には明治 30 年に紫房（つまり）紫
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 この 9 代木村庄之助が「紫白」の総
ふさ
（つまり房）を許されたことは、『相







                                                                                                                           
白房）が授与されている。 
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元治 2 年春場所の絵番付では木村庄之助の軍配房は紫色で描かれている。 
 
・ 元治 2 年春場所、「御免出世鏡」、芳春画、景山編著『大相撲名鑑』
（p.20） 
 
                                                          
6 免許状では朱色ではなく「紅紐」になっている。 
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しかし、元治元年春場所の絵番付では、木村庄之助の軍配は朱色で描かれ
ている。 
・ 元治元年 3 月、「勧進大相撲東西関取鏡」、三代国貞画、『江戸相
撲錦絵』（pp.146-8） 
 






(a) 木村庄之助は元治元年冬場所（10 月）で紫房を許された。 











(a) 横綱雲龍は元治 2 年 2 月で引退している。 
                                                          
7 元治 2 年 4 月に年号が「慶応」に変わっている。 
8 13 代木村庄之助に紫白房が許されていたことは『東京日日』（M32.5.18）の記事で
も見ることができる。また、15 年木村庄之助も明治 23 年頃にはすでに紫房を使用し
ている（『読売』（M23.1.19））。明治 23 年頃、総紫房と紫白房の区別があったかどう
かは定かでない。本稿では、拙著『大相撲行司の伝統と変化』（2010）の第 4 章「明
治 43 年以前の紫房は紫白だった」と同様に、その区別はなかったという立場である。 
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(b) 横綱雲龍と横綱不知火（光）がそれぞれ別々の地方巡業に出かけて











・ 明治 2 年 4 月から明治 3 年 11 月、鬼面山横綱土俵入之図、国輝
画、学研『大相撲』（pp.116-7）。 
 







                                                          




10 元治元年 3 月の不知火横綱土俵入りを描いた錦絵（国定画、『江戸相撲錦絵』（p.63））
があるが、その土俵入りを引いている式守伊之助の軍配房は朱色である。本場所の横
綱土俵入りでは、伊之助は朱房を使用していた。この伊之助は明治時代に入っても軍












 もしこの記事が事実を正しく述べているとすれば、それは元治 2 年 2 月以
前のことである。というのは、二人が共に横綱を張っていたのは元治 2 年 2
月以前だからである。横綱雲龍は文久元年 9 月に横綱免許を受け、元治 2 年
2 月に辞めている。他方、横綱不知火（光）は文久 3 年 11 月に横綱免許を受
け、明治 2 年 11 月に辞めている。つまり、両横綱は文久 3 年 11 月から元治

















草履を履くことは許されなかった（「東京大角力協会申合規約」（M22）の第 39 条）。 
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16 代 吉田追風 ㊞ 













7 代木村庄之助（明和 8 年 3 月から寛政 11 年 11 月まで）の免許状は天明
7 年 12 月に授与されている14。文面はやはり 5 代木村庄之助と同じだという。
これは事実を正しく反映している可能性がある。というのは、草履が許され
たのは、次に示すように、「一札申し上げ候」の「先年」は天明 8 年か 7 年
のいずれかを指している可能性が高いからである。 
                                                          
13 『大相撲人物大事典』（p.696）によれば、この 6 代木村庄之助は宝暦 4 年頃から明
和 7 年 11 月まで務めている。 
14 学研『大相撲』（p.74）に右手の軍配の上に左手の弓を重ねるような格好の 7 代木村
庄之助が描かれた錦絵（春英画）がある。おそらく弓取り式で弓取り力士に弓を手渡
す様子を描いたものであろう。木村庄之助は草履を履いている。この錦絵は天明 8 年
から寛政 11年 11月の間に描かれたことになる。絵師の春英は文政 2年 7月に亡くなっ
ている。 
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履いていなかったからである。また、木村庄之助を襲名した頃、免許状を授





天明 7 年 11 月となっている。本場所で木村庄之助が草履を履いたのはおそ
らく天明 8 年春場所ということになる。それ以降、7 代木村庄之助は勧進相












(a) 天明 2 年 2 月場所（7 日目）、「東西土俵入の図（谷風と小野川の立
合いの図）」、春章画、堺市博物館製作『相撲の歴史』（p.35） 
(b) 天明 2 年春場所、「江都勧進大相撲浮世絵之図」、春章画、『相撲浮
世絵』（p.67） 
(c) 天明 3 年 11 月、渦ヶ淵と関ノ戸の取組、春好画、SWPM（24） 
(d) 天明 4 年 3 月、加治ヶ濱と関ノ戸の取組、春英画、SWPM（p.26） 
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(a) 天明 8 年 4 月、東西の幕内土俵入り、春好画、池田編『相撲百年の
歴史』（p.10）。 
(b) 寛政 2 年 3 月、小野川と龍門の取組、春好画、SWPM（p.89） 
(c) 寛政元年春場所七日目、谷風・小野川横綱伝授披露の図、春英画、
酒井著『日本相撲史（上）』（p.167） 
(d) 寛政 3 年、雷電と陣幕の取組、春英画、酒井著『日本相撲史（上）』
（p.173）／『相撲浮世絵』（p.70） 
(e) 寛政 6 年、「大名御覧相撲の図（藩邸内水入りの図）」、春英画、堺
市博物館製作『相撲の歴史』（p.40）18 
 
5. 8 代以降の木村庄之助の草履 
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が許されなかったかについてはまったく分からない19。 
（1）8 代木村庄之助（寛政 12 年 4 月～文政 7 年正月）20 
 
草履は寛政 11 年 3 月に授与されている（「相撲行司家伝」）。草履のことは
免許状に記されている。故実門人になったのも寛政 11 年 3 月である（荒木
著『相撲道と吉田司家』（p.197））。 
文政 7 年正月場所を最後に引退し、木村喜左衛門を称していたが、天保 6
年正月に木村庄之助として復帰した。天保 7 年 2 月に木村松翁（首席）とな
り、天保 12 年 11 月まで務めた。木村松翁は主席だったので、その間、木村
庄之助は第二席だった。 
 
（2）9 代木村庄之助（文政 7 年 10 月～天保 5 年 10 月） 
 
文政 8 年 3 月に草履の免許を授与されている（「相撲行司家伝」）。これは
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（3）10 代木村庄之助（天保 7 年 2 月～天保 9 年 10 月） 
 
9 代木村庄之助は引退して木村瀬平を称していたが、天保 7 年 2 月に行司
として復帰し、10 代木村庄之助となった。つまり、9 代木村庄之助と 10 代
木村庄之助は同一人物である。草履は復帰した後でも履いていた。 
（4）11 代木村庄之助（天保 10 年 3 月～天保 15 年 10 月） 
 
天保 10 年 3 月に木村庄之助を継いだが、しばらく草履を履いていなかっ
たかもしれない。木村庄之助が足袋だけを履いた錦絵がある（学研『大相撲』
（p.75）。天保 12 年 6 月、故実門人となる（『ちから草』（p.128））。草履を
履くようになったのは、故実門人になってからかもしれない。天保 12 年 11
月には首席だった木村松翁が引退し、11 代木村庄之助が首席になっている。
天保 14 年の錦絵では 11 代木村庄之助は草履を履いている22。間違いなく天
保 13 年に描かれていることが確認できる錦絵を示すことはできないが、天




・ 天保 14 年 10 月、荒馬と剣山の取組、香蝶桜画、『江戸相撲浮世
絵』（pp.113-5） 
 
・ 天保 14 年 10 月、不知火と剣山の取組、香蝶桜画、『江戸相撲浮
世絵』（p.97） 
 
 残念ながら、天保 10 年から天保 12 年 11 月まで木村庄之助が足袋だった
かどうかを確認できる錦絵をまだ見ていない。もし履いているのが見つかっ
                                                          
22 天保 13 年か天保 14 年に描かれた錦絵はいくつかあるが、間違いなく天保 13 年の
ものだと断定できる証拠がない。11 代木村庄之助は天保 13 年には首席であり、故実
門人でもあるので、当時、草履を履いていたと断定してよい。 
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（5）12 代木村庄之助（弘化 2 年 2 月～嘉永 6 年 2 月） 
 
嘉永 3 年 9 月、木村庄太郎を名乗っていたときに故実門人となる（『ちか
ら草』（p.128））。そのとき、草履を許された可能性がある。庄之助になる前
に故実門人になっている。弘化 3 年の錦絵では、草履を履いている。 
 
・ 弘化 3 年、秀の山と稲川の取組。香蝶桜画、『相撲浮世絵』（pp.50-1）。 
 
（6）13 代木村庄之助（嘉永 6 年 11 月～明治 9 年 4 月）23 
 
草履は安政元年 12 月から安政 6 年 11 月の間に許されたはずだが、具体的
な年月はまだ分からない。学研『大相撲』（p.131）に安政 2 年 2 月の絵番付





6. 3 代式守伊之助までの履きもの 
 





                                                          
23 この行司は小太郎→幸太郎→市之介（助）→多司摩→庄之助と改名している。 
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（2）2 代式守伊之助（寛政 5 年 10 月場所～文政 2 年 11 月場所） 
 
この行司は寛政 5 年 10 月、式守伊之助になったが、寛政 12 年 4 月に式守
伊之助を辞め、与太夫（初代）を名乗った。それは文化 10 年 11 月まで続い
た。寛政 12 年 4 月から文化 10 年 11 月まで番付には式守伊之助の名はない。






（3）3 代式守伊之助（文政 3 年 3 月～文政 13 年 11 月） 
 
草履は文政 11 年に許されている。これは次の資料で確認できる。 
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（5）5 代式守伊之助（天保 10 年 3 月～嘉永 3 年 3 月） 
 
天保 11 年 8 月、故実門人になっている（『ちから草』（p.128））。その頃に
草履も許されたかもしれない。天保 10 年 11 月の錦絵では足袋だけだが、天
保 14 年には草履を履いている。 
 
・ 天保 10 年 11 月、「勧進大相撲の図」、香蝶桜画、SWAP（p.124）） 
足袋である。絵の中に勘太夫改め式守伊之助と記されている。 
・ 天保 14 年、猪名川と友綱の取組、『江戸相撲錦絵』（p.101） 
草履である。 
・ 天保 14 年、荒馬と剣山の取組、『江戸相撲錦絵』（p.101） 
草履である。 
 




（6）6 代式守伊之助（嘉永 6 年 11 月～明治 13 年 5 月） 
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式守伊之助を襲名する以前に草履を許されている26。嘉永 4 年 11 月には足
袋姿の錦絵があり、草履を履いている。 
 




 嘉永 5 年 11 月以降の錦絵では、草履を履いている。 
 



















                                                          
26 式守鬼一郎は当時式守家のトップで、伊之助を襲名することが決まっていたかもし
れない。先代式守伊之助（5 代）は嘉永 3 年 1 月に亡くなっている。 
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(4) 江戸時代は禁色だったはずの紫房が 9 代木村庄之助や 13 代木村庄
                                                          
27 13 代木村庄之助の紫房が慶応 2 年 3 月だったとすれば、5 代式守伊之助に特例とし
て紫房が許されたということはあり得ない。横綱雲龍は元治 2 年 2 月に横綱を引退し
ているからである。横綱を引退した後でも特別に地方巡業で横綱土俵入りをしていた
としたら、もちろん、話は別である。 
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